
・きざみ昆布（乾燥）・・・４０ｇ
・にんじん・・・４０ｇ
・ごぼう・・・１００ｇ
・ピーマン・・・１個
・しらたき・・・１５０ｇ

・しょうゆ・・・大さじ４
・みりん・・・大さじ２
・砂糖・・・大さじ１
・酒・・・大さじ１
・水・・・大さじ３
・サラダ油・・・大さじ１
・ごま油・・・少々

今回は昆布を使った「昆布のきんぴら」をご紹介

します。昆布にごぼう、こんにゃくと食物繊維たっぷ

りで、女性には嬉しい一品。ピーマンとにんじんで

彩りもプラスし、食卓の「いつものおかず」として

も優秀なメニューです。

材料（4人分）
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昆布のきんぴら
食物繊維たっぷり！ 体に優しい常備菜

浜のおかあさん

レシピ

こんぶは５分くらいゆでて戻し、ざるに上げ水気を
切る。
にんじん、ごぼう、ピーマンは千切りにする。しらた
きは下ゆでし、ざく切りにして水気を切る。
鍋にサラダ油を熱し、ピーマンを炒めて取り出す。
ごま油を足し、こんぶ、にんじん、ごぼう、しらたき
を加えて炒める。
③にＡを加え、煮汁がなくなるまで中火で炒め煮に
する。最後にピーマンを戻し、火を止める。

❶

❷

❸

❹

作り方

平成２6年度 全道漁協トップセミナー
平成27年度 ぎょれん事業計画 －前編－
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釧路で昆布フォーラムが
開催されました

月
８
日（
日
）
釧
路
市
の
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
釧
路
市

及
び
近
郊
の
住
民
、
女
性
部
、
組
合
関
係
者
な
ど
２
０
０
名
以

上
が
参
加
し
た
「
く
し
ろ
昆
布
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
（
主
催
：
釧
路

昆
布
普
及
協
議
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
３
回
目
の
開
催

と
な
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
元
で
、
よ
り
昆
布
に
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
い
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
部
は
料
理
研
究
家
の
星
澤
幸
子
氏
を
講
師
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
健
や
か
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
良
質
な
も
の
を
食
べ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
昆
布
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

星
澤
氏
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、
昆
布
の
栄
養
や
料
理
を
数
多
く
紹
介
し

て
お
り
、「
私
も
昆
布
の
お
か
げ
で
達
者
で
い
ら
れ
ま
す
。
普
段
か
ら

少
し
ず
つ
食
べ
る
の
が
大
切
な
ん
で
す
」
と
自
身
も
昆
布
を
積
極
的
に

食
べ
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

 

第
２
部
で
は
、
料
理
の
実
演
と
ラ
ン
チ
会
が
行
わ
れ
、
星
澤
氏
考
案

の
「
カ
ラ
ダ
よ
ろ
昆
布
カ
レ
ー
」「
に
ん
じ
ん
と
ろ
ろ
昆
布
春
巻
」「
ほ

た
て
の
と
ろ
ろ
酢
和
え
」
の
３
品
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
実
際
に
調
理
さ
れ

ま
し
た
。
軽
快
な
ト
ー
ク
を
交
え
30
分
程
度
で
手
早
く
調
理
さ
れ
た
料

理
の
音
と
香
り
に
試
食
へ
の
期
待
が
高
め
ら
れ
、
い
ざ
実
食
。
ラ
ン
チ

会
で
は
星
澤
氏
考
案
の
料
理
を
含
む
計
６
品
が
提
供
さ
れ
、
参
加
者
は

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
え
る
昆
布
の
魅
力
と
美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
お
土
産
が
用
意
さ
れ
、
料
理
レ
シ
ピ
や

刻
み
昆
布
を
手
に
、「
早
速
作
っ
て
み
ま
す
」
と
話
す
参
加
者
も
い
ま

し
た
。

 

ま
た
、
会
場
で
は
釧
路
昆
布
普
及
協
議
会
の
う
ち
釧
路
市
東
部
、
昆

布
森
の
２
漁
協
が
地
元
産
の
昆
布
を
使
用
し
た
醤
油
や
昆
布
茶
、
刻
み

昆
布
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
販
売
を
行
っ
た
組
合
の
職
員
は
、

「
普
通
の
昆
布
と
頭
は
ど
う
違
う
の
？
」「
こ
の
昆
布
は
ど
う
や
っ
て
使

え
ば
い
い
の
？
」
と
い
っ
た
お
客
様
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
対
応
し
、

昆
布
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

※

釧
路
昆
布
普
及
協
議
会
：
釧
路
市
東
部
、
昆
布
森
、
厚
岸
、
散
布
、
浜
中
の
５
漁
業

協
同
組
合
、
ぎ
ょ
れ
ん
釧
路
支
店
、
釧
路
市
、
釧
路
町
、
厚
岸
町
、
浜
中
町
で
組
織

浜の

元気印！

3

左上から時計回りに①「カラダよろ昆布カレー」を実演する星澤氏。テレビ同様、トークのキレも良く調理が進みます②大人から
子供まで、たくさんの方々に昆布の美味しさを味わっていただきました ③星澤氏考案の３品。この日の一番人気は「ほたてのと
ろろ酢和え」でした ④昆布製品の販売も好評をいただきました

① ②
④ ③

1　|
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Hokkaido Gyoren Magazine
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4
［うみ・なかま コミュニケーション］

未だ寒さ厳しい２月の猿払村 知来別港
表紙の写真
猿払村漁協／沖野 昭悦さんご家族です。

15 本所からこんにちは 「営業第二部」

浜の家族物語
猿払村漁協／沖野 昭悦 さん　ご家族10

全道漁協購買事業推進会議が開催12

なみまるインフォメーション14

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム11
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特集 平成27年度ぎょれん事業計画 －前編－

ぎょれん  西副会長

平成２７年度ぎょれん事業計画
                          －前編－

海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

本
道
水
産
業
の
振
興
と
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　図
っ
て
い
く
時
代
に

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
進
む
中
、
本
道
漁
業
に

お
い
て
は
、
海
外
の
動
向
が
魚
価
・
流
通
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
水
産
物
輸
出
や

輸
入
資
材
の
増
加
な
ど
、
海
外
事
業
の
比
率
が
高
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
産
地
水
産
加
工
業
界

に
お
い
て
も
外
国
人
実
習
生
が
重
要
な
戦
力
と
な
っ

て
お
り
、
本
道
水
産
業
界
全
般
に
わ
た
り
名
実
と
も

に
海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
水
産
業
の
振
興

と
発
展
を
図
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
は
平
成
26
年
度
に
、「
強
い

北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

の
進
化
と
成
長
」
等
を
柱
と
す
る
３
カ
年
の
「
中
期

的
事
業
推
進
方
向
」
を
策
定
し
、
浜
と
の
連
携
を
深

め
た
各
種
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
道
の
漁
業
生
産
高
は
、
基
幹
魚
種
を
主
体
に
浜

値
上
昇
も
あ
り
、
魚
価
安
の
契
機
と
な
っ
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
を
み
る
に
至
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
量
的
に
は
総
じ
て
伸
び

悩
み
傾
向
が
続
き
、
地
域
間
の
水
揚
げ
格
差
が
恒
常

化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
魚
種
に
よ
っ
て
は

資
源
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
日
本
海
振
興
対

策
を
含
め
官
民
挙
げ
た
実
効
性
の
あ
る
資
源
回
復
等

の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、
海
外
の
健
康
志
向
や
円
安

進
行
等
の
追
い
風
を
受
け
、
ほ
た
て
・
な
ま
こ
等
の

輸
出
が
増
加
す
る
一
方
で
、
国
内
市
場
は
人
口
減
少

や
消
費
者
の
魚
離
れ
等
も
相
ま
っ
て
消
費
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
国
の
内
外
で
、
消
費
の
二
極
化
現
象
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
輸
出
促

進
が
叫
ば
れ
る
中
、
道
産
水
産
物
は
輸
出
の
先
進
事

例
と
し
て
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
市

場
開
拓
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
水
産
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
、
国

内
需
要
者
に
対
す
る
安
定
供
給
の
確
保
と
い
う
使
命

が
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
復
権
等
の
消
費

回
復
対
策
に
向
け
て
、
業
界
挙
げ
た
取
り
組
み
が
一

段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
近
年
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買
受
機

能
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
魚
価
維
持
の
た
め

の
漁
協
系
統
の
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
を
更
に
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
規
模
で
食
品
の
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
企
業

の
リ
ス
ク
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
段

階
か
ら
食
品
の
製
造
・
販
売
に
至
る
ま
で
の
道
産
水

産
物
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
主
体
と
な
る
燃

油
供
給
体
制
の
整
備
強
化
と
併
せ
、
価
格
優
位
性
の

高
い
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
更
な
る
普
及
拡
大
を
通

じ
、
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
漁
政
対
策
に
お
い
て
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
る
本

道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
や
原
発
風
評
被
害
問
題
等
に

対
す
る
的
確
な
対
応
の
ほ
か
、
水
産
日
本
の
復
活
に

向
け
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実
践

な
ど
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
各
種
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
分
野
に
お
い
て
依
然

と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
が
国
の
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
道
に
あ
っ
て
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

水
産
業
の
振
興
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
会
と
し
て
は
指
導
・
経
済
連
合
会
の
機
能
を
更

に
強
化
し
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
本
道
漁
協

系
統
組
織
の
総
力
を
挙
げ
た
事
業
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、
本
道
漁
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
浜

と
と
も
に
立
ち
は
だ
か
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に

加
え
、
水
産
資
源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
る
ほ
か
、
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
・
原
発
風
評

被
害
な
ど
を
含
め
、
生
産
段
階
か
ら
流
通
分
野
に
至

る
ま
で
依
然
と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
国
は
地
方
創
生
に
基
づ
く
「
水

産
日
本
の
復
活
」
の
方
針
を
掲
げ
、「
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
」
の
実
践
を
通
じ
た
漁
村
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
施
策
の

重
点
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
漁
業
経
営
の
持
続
的
安

定
化
を
最
重
点
課
題
と
し
た
政
策
提
言
と
そ
の
実
現

に
向
け
、
組
織
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
漁
業
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
活
用
に
よ
る
生
産
振

興
対
策
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

②
担
い
手
確
保
に
向
け
た
漁
船
建
造
お
よ
び
機
器

導
入
に
お
け
る
新
規
事
業
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

④
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ

等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被

害
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
に
よ

　平成２７年度が始まりました。今月と来月の2
号にわたり、ぎょれんの平成２７年度事業計画を
ご紹介します。
　今月は、西副会長に、計画策定にあたっての考
え方を伺うとともに、漁政対策、指導・教育事業、
環境保全対策、販売事業（全体方針および鮮魚流
通対策）の計画についてお伝えします。
　来月は引き続き、販売事業のうち、秋鮭・ほた
て・昆布に関する事業と、購買事業、宣伝・広報事
業等の計画をご紹介します。

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
派
遣
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

強
化

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
本
道
周
辺
海
域
に
お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境

の
更
な
る
向
上
を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全

対
策
を
図
る
た
め
、
海
獣
等
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業

被
害
軽
減
に
向
け
た
実
効
性
の
高
い
漁
業
被
害
防
止

対
策
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
各

種
事
業
の
効
果
的
活
用
や
漂
着
物
発
生
の
抑
制
に
向

け
た
方
策
の
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
、
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
浜

に
的
確
な
情
報
収
集
と
提
供
を
行
う
な
ど
、
総
合
的

な
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

　
　 

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業
被
害

防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
網
等
改
良
漁

具
導
入
の
被
害
対
策
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

る
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

⑤
ト
ド
等
海
獣
に
よ
る
漁
業
被
害
か
ら
の
抜
本
的

救
済
に
向
け
た
漁
業
補
償
制
度
創
設
へ
の
取
り

組
み

（
2
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

　
　 

へ
の
取
り
組
み

①
水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡

充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
3
）
原
発
災
害
対
策
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

　
　 

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
海
洋
漏
出
阻
止
を
含
め
た
適
切
な
福
島

原
発
管
理
体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

③
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
、
漁
協
系
統

と
し
て
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け
た
取

り
組
み
検
討

④
原
発
の
あ
り
方
に
対
す
る
漁
協
系
統
と
し
て
の

組
織
的
対
応
検
討

（
4
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取

　
　 

り
組
み

　
　
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
自
由
化
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁

業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
5
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
6
）水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
資
源
に
見
合
っ

　
　
た
操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

①
新
た
な
漁
業
管
理
制
度
を
踏
ま
え
た
本
道
漁
業

の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み

②
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
等
の
開
催
を
通
じ
た
、
資
源
に

見
合
っ
た
操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進

③
密
漁
防
止
対
策
事
業
の
再
構
築
お
よ
び
遊
漁
対

策
の
強
化

　
厳
し
い
漁
業
・
漁
協
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
、
協

同
組
合
意
識
の
高
揚
に
よ
る
結
束
力
の
強
い
漁
協
づ

く
り
を
目
指
し
、
漁
協
の
人
材
育
成
と
啓
発
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
漁
協
の
運
営
適
正
化
と
経
営

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
推
進

②
漁
協
に
お
け
る
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取

組
み
支
援

　
食
生
活
の
多
様
化
や
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど
に
よ

る
需
要
の
低
迷
か
ら
、
鮮
魚
全
般
に
魚
価
安
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う

資
源
の
減
少
や
漁
獲
時
期
・
漁
場
の
変
化
が
み
ら
れ

る
一
方
、
新
規
魚
種
の
来
遊
な
ど
予
期
せ
ぬ
水
揚
げ

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
で
は
か
ね
て
よ
り
鮮
魚
対

策
事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
特
に

昨
年
は
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
「
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
付
加
価
値
商
品
開
発
に
よ
る

加
工
・
販
売
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
「
ぎ
ょ

れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
」
の
有
効
活
用
を
柱
と
し
た
、

浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
し
、
魚
価
と

流
通
の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策

①
鮮
魚
販
売
事
業

ア
．
産
地
・
消
費
地
と
連
携
し
た
系
統
鮮
魚
販

売
事
業
の
拡
充

イ
．
産
地
段
階
に
お
け
る
協
力
加
工
場
の
確
保

等
に
よ
る
生
鮮
出
荷
体
制
の
強
化

ウ
．
総
体
的
な
本
会
鮮
魚
事
業
の
収
支
改
善

②
鮮
魚
加
工
事
業

ア
．
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
稼
働
体
制
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み

イ
．
流
通
実
態
に
即
応
し
た
製
品
形
態
の
開
発

ウ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
付
加

価
値
対
策
の
模
索

・
活
〆
鮮
魚
を
活
用
し
た
高
次
加
工
製
品

・
刺
身
商
品
（
昆
布
〆
、
酢
〆
、
生
食
用
フ
ィ

レ
ー
・
ロ
イ
ン
等
）

・
ノ
ー
フ
ロ
ー
ズ
ン
製
品
（
生
鮮
フ
ィ
レ
ー
、

ブ
ツ
切
、
生
開
き
、
ボ
ッ
ク
ス
等
）

・
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン
高
次
加
工
製
品
（
各
種

Ｉ
Ｑ
Ｆ
、
切
身
等
）

③
鮮
魚
冷
凍
事
業

ア
．
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
強

化
イ
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
と
の
連
携
に
よ
る
魚

種
別
規
格
統
一
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化 

ウ
．
産
地
に
お
け
る
選
別
凍
結
の
推
進

エ
．
末
端
業
者
向
け
冷
凍
品
の
開
発
と
販
売
強

化
オ
．
海
外
販
路
へ
の
継
続
供
給
及
び
新
規
販
路

開
拓

（
２
）魚
種
別
対
策
の
強
化（
か
れ
い
、ぶ
り
、た
ら
、

　
　
す
け
そ
う
等
）

①
浜
と
連
携
し
た
選
別
凍
結
体
制
の
強
化

②
生
鮮
流
通
・
付
加
価
値
商
品
の
開
発
及
び
販
売

強
化

③
海
外
販
路
の
開
拓
お
よ
び
販
売
強
化

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
全
道
鮮
魚
流
通
対
策
会
議
の
継
続
実
施

②
本
会
の
鮮
魚
販
売
体
制
強
化

ア
．
産
地
職
員
の
育
成
に
よ
る
産
地
機
能
強
化

イ
．
消
費
地
支
店
と
の
販
売
連
携
強
化

②
油
流
出
事
故
防
止
に
関
わ
る
体
制
整
備
と
油
濁

事
故
対
応
の
た
め
の
防
除
訓
練
の
実
施

③
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
関
す
る
漁
業
・
環
境

影
響
に
対
す
る
情
報
収
集
と
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

　
　 

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
継
続
推
進
と
木

育
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
保
育
活
動
強
化

②
国
民
に
対
し
て
植
樹
活
動
の
意
義
を
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
推
進

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
な
勢
い
で
進
展
す
る
な
か
、

水
産
物
の
加
工
・
流
通
・
消
費
環
境
は
引
き
続
き
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
流
通
に

お
い
て
は
買
受
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
魚
価
へ
の
影

響
が
続
く
一
方
、
産
地
加
工
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

も
、
稼
働
面
に
加
え
品
質
管
理
問
題
や
輸
送
体
制
確

保
の
問
題
等
を
抱
え
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
国
内
外
の
流
通
・
消
費
環
境
を
み
る
と
、
国
内
市

場
は
人
口
減
少
や
食
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
、
水
産

物
消
費
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
海
外
に
お
い

て
は
健
康
志
向
も
相
ま
っ
て
水
産
物
需
要
が
増
大
し

続
け
る
「
消
費
構
造
の
二
極
化
」
が
一
段
と
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
道
産
水
産
物
の
流
通
安
定
化

の
た
め
に
は
国
内
市
場
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
り
、

引
き
続
き
流
通
動
向
や
消
費
地
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
た
な
か
で
売
り
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
海
外
市
場
は
、
近
年
、
一
部
魚
種
に
お
い

て
海
外
輸
出
価
格
が
浜
値
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
形
と

な
っ
て
お
り
、
海
外
生
産
動
向
・
為
替
動
向
等
の
変

動
要
素
は
内
在
し
て
い
る
も
の
の
、
国
内
の
需
給
調

整
機
能
と
し
て
の
輸
出
対
策
か
ら
一
歩
進
め
、
重
要

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
位
置
付
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
消
流
安
定
と
魚
価
の
維
持
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
産
地
に
お
け
る
取
扱
体
制

の
強
化
と
と
も
に
、
国
内
・
外
に
向
け
た
加
工
・
流

通
対
策
を
更
に
拡
充
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

本
年
度
に
つ
い
て
も
総
力
を
挙
げ
て
戦
略
的
・
組
織

的
な
推
進
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

【
産
地
加
工
流
通
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
拡

充
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
更
な
る
強
化

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
生
産
・
品
質
管
理
体
制
の
強
化
と
更

な
る
連
携
促
進

【
国
内
販
売
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
な
ら
び
に
「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化

（
２
）
安
定
し
た
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通

対
策
・
消
流
宣
伝
事
業
と
の
有
機
的
連
携

に
よ
る
提
案
型
営
業
の
継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
国
内
の
需
給
調
整
機
能
と
併
せ
た
、
海
外

顧
客
・
販
路
の
安
定
的
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化

（
２
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
安
定
輸
出
体
制
確
保

と
新
た
な
加
工
原
料
輸
出
魚
種
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み

（
３
）
東
南
ア
ジ
ア
を
主
体
と
し
た
末
端
実
需
先

へ
の
生
鮮
・
加
工
製
品
の
輸
出
拡
大
へ
の

取
り
組
み

（
４
）
関
係
行
政
等
と
一
体
と
な
っ
た
国
内
輸
出

基
盤
（ 

Ｅ
Ｕ

-

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
エ
コ
ラ
ベ

ル
等
）
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
５
）
関
連
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
新
規

市
場
開
拓
の
推
進

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

　
　 

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
強
化

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
25
年
度
〜
27

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実

②
次
期
（
平
成
28
年
度
〜
30
年
度
）
研
修
計
画
策

定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
に
よ
る
内
容

検
討

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
強
化

ウ
．そ
の
他
海
獣
類（
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
）

対
策
に
向
け
た
対
応
検
討

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
を
通
じ
た
河
川
上
流
か
ら
沿
岸

域
に
お
け
る
各
種
工
事
の
総
合
的
な
協
議
推
進

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関

連
工
事
お
よ
び
事
業
場
等
の
現
場
調
査
の
実
施
に

よ
る
泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
対
策
の
強
化

【
酪
農
系
・
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
全
道
レ
ベ

ル
で
の
対
策
協
議
の
継
続
推
進

②
農
業
関
係
団
体
と
の
協
定
締
結
や
条
例
等
を
活

用
し
た
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
発
生
の
抑
制

に
向
け
た
方
策
の
対
応
検
討

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
揸
の
適
正
処
理
対
策
に
対

す
る
支
援
と
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
有
効
利
用

に
関
す
る
対
応
検
討

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
原
油
開
発
業
者
と
の
定
期
協
議
等
を

通
じ
た
油
流
出
事
故
未
然
防
止
対
策
の
推
進
と

タ
ン
カ
ー
等
の
船
舶
航
行
に
お
け
る
安
全
確
保

の
要
請

特 集
SPECIAL

 

１
．
漁
政
対
策 

指
導
事
業
に
つ
い
て

流
通
は
、
国
の
内
外
で
消
費
の
二
極
化
が
進
行
。

購
買
・
漁
政
事
業
等
に
お
い
て
系
統
の
力
を
発
揮
し
た
取
り
組
み
を
実
施
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海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

本
道
水
産
業
の
振
興
と
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　図
っ
て
い
く
時
代
に

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
進
む
中
、
本
道
漁
業
に

お
い
て
は
、
海
外
の
動
向
が
魚
価
・
流
通
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
水
産
物
輸
出
や

輸
入
資
材
の
増
加
な
ど
、
海
外
事
業
の
比
率
が
高
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
産
地
水
産
加
工
業
界

に
お
い
て
も
外
国
人
実
習
生
が
重
要
な
戦
力
と
な
っ

て
お
り
、
本
道
水
産
業
界
全
般
に
わ
た
り
名
実
と
も

に
海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
水
産
業
の
振
興

と
発
展
を
図
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
は
平
成
26
年
度
に
、「
強
い

北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

の
進
化
と
成
長
」
等
を
柱
と
す
る
３
カ
年
の
「
中
期

的
事
業
推
進
方
向
」
を
策
定
し
、
浜
と
の
連
携
を
深

め
た
各
種
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
道
の
漁
業
生
産
高
は
、
基
幹
魚
種
を
主
体
に
浜

値
上
昇
も
あ
り
、
魚
価
安
の
契
機
と
な
っ
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
を
み
る
に
至
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
量
的
に
は
総
じ
て
伸
び

悩
み
傾
向
が
続
き
、
地
域
間
の
水
揚
げ
格
差
が
恒
常

化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
魚
種
に
よ
っ
て
は

資
源
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
日
本
海
振
興
対

策
を
含
め
官
民
挙
げ
た
実
効
性
の
あ
る
資
源
回
復
等

の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、
海
外
の
健
康
志
向
や
円
安

進
行
等
の
追
い
風
を
受
け
、
ほ
た
て
・
な
ま
こ
等
の

輸
出
が
増
加
す
る
一
方
で
、
国
内
市
場
は
人
口
減
少

や
消
費
者
の
魚
離
れ
等
も
相
ま
っ
て
消
費
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
国
の
内
外
で
、
消
費
の
二
極
化
現
象
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
輸
出
促

進
が
叫
ば
れ
る
中
、
道
産
水
産
物
は
輸
出
の
先
進
事

例
と
し
て
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
市

場
開
拓
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
水
産
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
、
国

内
需
要
者
に
対
す
る
安
定
供
給
の
確
保
と
い
う
使
命

が
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
復
権
等
の
消
費

回
復
対
策
に
向
け
て
、
業
界
挙
げ
た
取
り
組
み
が
一

段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
近
年
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買
受
機

能
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
魚
価
維
持
の
た
め

の
漁
協
系
統
の
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
を
更
に
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
規
模
で
食
品
の
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
企
業

の
リ
ス
ク
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
段

階
か
ら
食
品
の
製
造
・
販
売
に
至
る
ま
で
の
道
産
水

産
物
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
主
体
と
な
る
燃

油
供
給
体
制
の
整
備
強
化
と
併
せ
、
価
格
優
位
性
の

高
い
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
更
な
る
普
及
拡
大
を
通

じ
、
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
漁
政
対
策
に
お
い
て
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
る
本

道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
や
原
発
風
評
被
害
問
題
等
に

対
す
る
的
確
な
対
応
の
ほ
か
、
水
産
日
本
の
復
活
に

向
け
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実
践

な
ど
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
各
種
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
分
野
に
お
い
て
依
然

と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
が
国
の
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
道
に
あ
っ
て
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

水
産
業
の
振
興
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
会
と
し
て
は
指
導
・
経
済
連
合
会
の
機
能
を
更

に
強
化
し
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
本
道
漁
協

系
統
組
織
の
総
力
を
挙
げ
た
事
業
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、
本
道
漁
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
浜

と
と
も
に
立
ち
は
だ
か
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に

加
え
、
水
産
資
源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
る
ほ
か
、
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
・
原
発
風
評

被
害
な
ど
を
含
め
、
生
産
段
階
か
ら
流
通
分
野
に
至

る
ま
で
依
然
と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
国
は
地
方
創
生
に
基
づ
く
「
水

産
日
本
の
復
活
」
の
方
針
を
掲
げ
、「
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
」
の
実
践
を
通
じ
た
漁
村
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
施
策
の

重
点
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
漁
業
経
営
の
持
続
的
安

定
化
を
最
重
点
課
題
と
し
た
政
策
提
言
と
そ
の
実
現

に
向
け
、
組
織
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
漁
業
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
活
用
に
よ
る
生
産
振

興
対
策
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

②
担
い
手
確
保
に
向
け
た
漁
船
建
造
お
よ
び
機
器

導
入
に
お
け
る
新
規
事
業
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

④
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ

等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被

害
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
に
よ

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
派
遣
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

強
化

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
本
道
周
辺
海
域
に
お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境

の
更
な
る
向
上
を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全

対
策
を
図
る
た
め
、
海
獣
等
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業

被
害
軽
減
に
向
け
た
実
効
性
の
高
い
漁
業
被
害
防
止

対
策
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
各

種
事
業
の
効
果
的
活
用
や
漂
着
物
発
生
の
抑
制
に
向

け
た
方
策
の
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
、
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
浜

に
的
確
な
情
報
収
集
と
提
供
を
行
う
な
ど
、
総
合
的

な
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

　
　 

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業
被
害

防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
網
等
改
良
漁

具
導
入
の
被
害
対
策
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

る
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

⑤
ト
ド
等
海
獣
に
よ
る
漁
業
被
害
か
ら
の
抜
本
的

救
済
に
向
け
た
漁
業
補
償
制
度
創
設
へ
の
取
り

組
み

（
2
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

　
　 

へ
の
取
り
組
み

①
水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡

充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
3
）
原
発
災
害
対
策
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

　
　 

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
海
洋
漏
出
阻
止
を
含
め
た
適
切
な
福
島

原
発
管
理
体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

③
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
、
漁
協
系
統

と
し
て
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け
た
取

り
組
み
検
討

④
原
発
の
あ
り
方
に
対
す
る
漁
協
系
統
と
し
て
の

組
織
的
対
応
検
討

（
4
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取

　
　 

り
組
み

　
　
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
自
由
化
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁

業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
5
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
6
）水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
資
源
に
見
合
っ

　
　
た
操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

①
新
た
な
漁
業
管
理
制
度
を
踏
ま
え
た
本
道
漁
業

の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み

②
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
等
の
開
催
を
通
じ
た
、
資
源
に

見
合
っ
た
操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進

③
密
漁
防
止
対
策
事
業
の
再
構
築
お
よ
び
遊
漁
対

策
の
強
化

　
厳
し
い
漁
業
・
漁
協
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
、
協

同
組
合
意
識
の
高
揚
に
よ
る
結
束
力
の
強
い
漁
協
づ

く
り
を
目
指
し
、
漁
協
の
人
材
育
成
と
啓
発
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
漁
協
の
運
営
適
正
化
と
経
営

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
推
進

②
漁
協
に
お
け
る
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取

組
み
支
援

　
食
生
活
の
多
様
化
や
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど
に
よ

る
需
要
の
低
迷
か
ら
、
鮮
魚
全
般
に
魚
価
安
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う

資
源
の
減
少
や
漁
獲
時
期
・
漁
場
の
変
化
が
み
ら
れ

る
一
方
、
新
規
魚
種
の
来
遊
な
ど
予
期
せ
ぬ
水
揚
げ

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
で
は
か
ね
て
よ
り
鮮
魚
対

策
事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
特
に

昨
年
は
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
「
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
付
加
価
値
商
品
開
発
に
よ
る

加
工
・
販
売
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
「
ぎ
ょ

れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
」
の
有
効
活
用
を
柱
と
し
た
、

浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
し
、
魚
価
と

流
通
の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策

①
鮮
魚
販
売
事
業

ア
．
産
地
・
消
費
地
と
連
携
し
た
系
統
鮮
魚
販

売
事
業
の
拡
充

イ
．
産
地
段
階
に
お
け
る
協
力
加
工
場
の
確
保

等
に
よ
る
生
鮮
出
荷
体
制
の
強
化

ウ
．
総
体
的
な
本
会
鮮
魚
事
業
の
収
支
改
善

②
鮮
魚
加
工
事
業

ア
．
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
稼
働
体
制
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み

イ
．
流
通
実
態
に
即
応
し
た
製
品
形
態
の
開
発

ウ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
付
加

価
値
対
策
の
模
索

・
活
〆
鮮
魚
を
活
用
し
た
高
次
加
工
製
品

・
刺
身
商
品
（
昆
布
〆
、
酢
〆
、
生
食
用
フ
ィ

レ
ー
・
ロ
イ
ン
等
）

・
ノ
ー
フ
ロ
ー
ズ
ン
製
品
（
生
鮮
フ
ィ
レ
ー
、

ブ
ツ
切
、
生
開
き
、
ボ
ッ
ク
ス
等
）

・
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン
高
次
加
工
製
品
（
各
種

Ｉ
Ｑ
Ｆ
、
切
身
等
）

③
鮮
魚
冷
凍
事
業

ア
．
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
強

化
イ
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
と
の
連
携
に
よ
る
魚

種
別
規
格
統
一
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化 

ウ
．
産
地
に
お
け
る
選
別
凍
結
の
推
進

エ
．
末
端
業
者
向
け
冷
凍
品
の
開
発
と
販
売
強

化
オ
．
海
外
販
路
へ
の
継
続
供
給
及
び
新
規
販
路

開
拓

（
２
）魚
種
別
対
策
の
強
化（
か
れ
い
、ぶ
り
、た
ら
、

　
　
す
け
そ
う
等
）

①
浜
と
連
携
し
た
選
別
凍
結
体
制
の
強
化

②
生
鮮
流
通
・
付
加
価
値
商
品
の
開
発
及
び
販
売

強
化

③
海
外
販
路
の
開
拓
お
よ
び
販
売
強
化

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
全
道
鮮
魚
流
通
対
策
会
議
の
継
続
実
施

②
本
会
の
鮮
魚
販
売
体
制
強
化

ア
．
産
地
職
員
の
育
成
に
よ
る
産
地
機
能
強
化

イ
．
消
費
地
支
店
と
の
販
売
連
携
強
化

②
油
流
出
事
故
防
止
に
関
わ
る
体
制
整
備
と
油
濁

事
故
対
応
の
た
め
の
防
除
訓
練
の
実
施

③
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
関
す
る
漁
業
・
環
境

影
響
に
対
す
る
情
報
収
集
と
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

　
　 

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
継
続
推
進
と
木

育
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
保
育
活
動
強
化

②
国
民
に
対
し
て
植
樹
活
動
の
意
義
を
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
推
進

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
な
勢
い
で
進
展
す
る
な
か
、

水
産
物
の
加
工
・
流
通
・
消
費
環
境
は
引
き
続
き
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
流
通
に

お
い
て
は
買
受
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
魚
価
へ
の
影

響
が
続
く
一
方
、
産
地
加
工
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

も
、
稼
働
面
に
加
え
品
質
管
理
問
題
や
輸
送
体
制
確

保
の
問
題
等
を
抱
え
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
国
内
外
の
流
通
・
消
費
環
境
を
み
る
と
、
国
内
市

場
は
人
口
減
少
や
食
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
、
水
産

物
消
費
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
海
外
に
お
い

て
は
健
康
志
向
も
相
ま
っ
て
水
産
物
需
要
が
増
大
し

続
け
る
「
消
費
構
造
の
二
極
化
」
が
一
段
と
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
道
産
水
産
物
の
流
通
安
定
化

の
た
め
に
は
国
内
市
場
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
り
、

引
き
続
き
流
通
動
向
や
消
費
地
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
た
な
か
で
売
り
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
海
外
市
場
は
、
近
年
、
一
部
魚
種
に
お
い

て
海
外
輸
出
価
格
が
浜
値
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
形
と

な
っ
て
お
り
、
海
外
生
産
動
向
・
為
替
動
向
等
の
変

動
要
素
は
内
在
し
て
い
る
も
の
の
、
国
内
の
需
給
調

整
機
能
と
し
て
の
輸
出
対
策
か
ら
一
歩
進
め
、
重
要

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
位
置
付
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
消
流
安
定
と
魚
価
の
維
持
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
産
地
に
お
け
る
取
扱
体
制

の
強
化
と
と
も
に
、
国
内
・
外
に
向
け
た
加
工
・
流

通
対
策
を
更
に
拡
充
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

本
年
度
に
つ
い
て
も
総
力
を
挙
げ
て
戦
略
的
・
組
織

的
な
推
進
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

【
産
地
加
工
流
通
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
拡

充
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
更
な
る
強
化

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
生
産
・
品
質
管
理
体
制
の
強
化
と
更

な
る
連
携
促
進

【
国
内
販
売
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
な
ら
び
に
「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化

（
２
）
安
定
し
た
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通

対
策
・
消
流
宣
伝
事
業
と
の
有
機
的
連
携

に
よ
る
提
案
型
営
業
の
継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
国
内
の
需
給
調
整
機
能
と
併
せ
た
、
海
外

顧
客
・
販
路
の
安
定
的
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化

（
２
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
安
定
輸
出
体
制
確
保

と
新
た
な
加
工
原
料
輸
出
魚
種
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み

（
３
）
東
南
ア
ジ
ア
を
主
体
と
し
た
末
端
実
需
先

へ
の
生
鮮
・
加
工
製
品
の
輸
出
拡
大
へ
の

取
り
組
み

（
４
）
関
係
行
政
等
と
一
体
と
な
っ
た
国
内
輸
出

基
盤
（ 

Ｅ
Ｕ

-

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
エ
コ
ラ
ベ

ル
等
）
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
５
）
関
連
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
新
規

市
場
開
拓
の
推
進

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

　
　 

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
強
化

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
25
年
度
〜
27

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実

②
次
期
（
平
成
28
年
度
〜
30
年
度
）
研
修
計
画
策

定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
に
よ
る
内
容

検
討

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
強
化

ウ
．そ
の
他
海
獣
類（
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
）

対
策
に
向
け
た
対
応
検
討

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
を
通
じ
た
河
川
上
流
か
ら
沿
岸

域
に
お
け
る
各
種
工
事
の
総
合
的
な
協
議
推
進

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関

連
工
事
お
よ
び
事
業
場
等
の
現
場
調
査
の
実
施
に

よ
る
泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
対
策
の
強
化

【
酪
農
系
・
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
全
道
レ
ベ

ル
で
の
対
策
協
議
の
継
続
推
進

②
農
業
関
係
団
体
と
の
協
定
締
結
や
条
例
等
を
活

用
し
た
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
発
生
の
抑
制

に
向
け
た
方
策
の
対
応
検
討

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
揸
の
適
正
処
理
対
策
に
対

す
る
支
援
と
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
有
効
利
用

に
関
す
る
対
応
検
討

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
原
油
開
発
業
者
と
の
定
期
協
議
等
を

通
じ
た
油
流
出
事
故
未
然
防
止
対
策
の
推
進
と

タ
ン
カ
ー
等
の
船
舶
航
行
に
お
け
る
安
全
確
保

の
要
請

水産多面的機能発揮対策協議会総会

密漁多発エリアのパトロール

全道漁協新採用職員研修会

 

2
．
指
導
・
教
育
事
業

 

3
．
漁
業
環
境
保
全
対
策
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海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

本
道
水
産
業
の
振
興
と
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　図
っ
て
い
く
時
代
に

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
進
む
中
、
本
道
漁
業
に

お
い
て
は
、
海
外
の
動
向
が
魚
価
・
流
通
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
水
産
物
輸
出
や

輸
入
資
材
の
増
加
な
ど
、
海
外
事
業
の
比
率
が
高
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
産
地
水
産
加
工
業
界

に
お
い
て
も
外
国
人
実
習
生
が
重
要
な
戦
力
と
な
っ

て
お
り
、
本
道
水
産
業
界
全
般
に
わ
た
り
名
実
と
も

に
海
外
の
国
々
と
向
き
合
い
な
が
ら
水
産
業
の
振
興

と
発
展
を
図
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
は
平
成
26
年
度
に
、「
強
い

北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

の
進
化
と
成
長
」
等
を
柱
と
す
る
３
カ
年
の
「
中
期

的
事
業
推
進
方
向
」
を
策
定
し
、
浜
と
の
連
携
を
深

め
た
各
種
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
道
の
漁
業
生
産
高
は
、
基
幹
魚
種
を
主
体
に
浜

値
上
昇
も
あ
り
、
魚
価
安
の
契
機
と
な
っ
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
を
み
る
に
至
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
量
的
に
は
総
じ
て
伸
び

悩
み
傾
向
が
続
き
、
地
域
間
の
水
揚
げ
格
差
が
恒
常

化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
魚
種
に
よ
っ
て
は

資
源
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
日
本
海
振
興
対

策
を
含
め
官
民
挙
げ
た
実
効
性
の
あ
る
資
源
回
復
等

の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
に
お
い
て
は
、
海
外
の
健
康
志
向
や
円
安

進
行
等
の
追
い
風
を
受
け
、
ほ
た
て
・
な
ま
こ
等
の

輸
出
が
増
加
す
る
一
方
で
、
国
内
市
場
は
人
口
減
少

や
消
費
者
の
魚
離
れ
等
も
相
ま
っ
て
消
費
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
国
の
内
外
で
、
消
費
の
二
極
化
現
象
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
輸
出
促

進
が
叫
ば
れ
る
中
、
道
産
水
産
物
は
輸
出
の
先
進
事

例
と
し
て
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
市

場
開
拓
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
水
産
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
、
国

内
需
要
者
に
対
す
る
安
定
供
給
の
確
保
と
い
う
使
命

が
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
復
権
等
の
消
費

回
復
対
策
に
向
け
て
、
業
界
挙
げ
た
取
り
組
み
が
一

段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
近
年
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買
受
機

能
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
魚
価
維
持
の
た
め

の
漁
協
系
統
の
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
を
更
に
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
規
模
で
食
品
の
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
企
業

の
リ
ス
ク
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
段

階
か
ら
食
品
の
製
造
・
販
売
に
至
る
ま
で
の
道
産
水

産
物
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
主
体
と
な
る
燃

油
供
給
体
制
の
整
備
強
化
と
併
せ
、
価
格
優
位
性
の

高
い
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
更
な
る
普
及
拡
大
を
通

じ
、
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
漁
政
対
策
に
お
い
て
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
る
本

道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
や
原
発
風
評
被
害
問
題
等
に

対
す
る
的
確
な
対
応
の
ほ
か
、
水
産
日
本
の
復
活
に

向
け
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実
践

な
ど
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
各
種
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
分
野
に
お
い
て
依
然

と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
が
国
の
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
道
に
あ
っ
て
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

水
産
業
の
振
興
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
会
と
し
て
は
指
導
・
経
済
連
合
会
の
機
能
を
更

に
強
化
し
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
本
道
漁
協

系
統
組
織
の
総
力
を
挙
げ
た
事
業
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、
本
道
漁
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
浜

と
と
も
に
立
ち
は
だ
か
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に

加
え
、
水
産
資
源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
る
ほ
か
、
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
・
原
発
風
評

被
害
な
ど
を
含
め
、
生
産
段
階
か
ら
流
通
分
野
に
至

る
ま
で
依
然
と
し
て
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
国
は
地
方
創
生
に
基
づ
く
「
水

産
日
本
の
復
活
」
の
方
針
を
掲
げ
、「
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
」
の
実
践
を
通
じ
た
漁
村
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
施
策
の

重
点
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
漁
業
経
営
の
持
続
的
安

定
化
を
最
重
点
課
題
と
し
た
政
策
提
言
と
そ
の
実
現

に
向
け
、
組
織
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
１
）
漁
業
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
活
用
に
よ
る
生
産
振

興
対
策
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

②
担
い
手
確
保
に
向
け
た
漁
船
建
造
お
よ
び
機
器

導
入
に
お
け
る
新
規
事
業
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

④
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ

等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被

害
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
に
よ

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
派
遣
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

強
化

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
本
道
周
辺
海
域
に
お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境

の
更
な
る
向
上
を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全

対
策
を
図
る
た
め
、
海
獣
等
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業

被
害
軽
減
に
向
け
た
実
効
性
の
高
い
漁
業
被
害
防
止

対
策
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
各

種
事
業
の
効
果
的
活
用
や
漂
着
物
発
生
の
抑
制
に
向

け
た
方
策
の
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
、
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
浜

に
的
確
な
情
報
収
集
と
提
供
を
行
う
な
ど
、
総
合
的

な
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

　
　 

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業
被
害

防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
網
等
改
良
漁

具
導
入
の
被
害
対
策
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

る
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の
取
り
組
み

⑤
ト
ド
等
海
獣
に
よ
る
漁
業
被
害
か
ら
の
抜
本
的

救
済
に
向
け
た
漁
業
補
償
制
度
創
設
へ
の
取
り

組
み

（
2
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

　
　 

へ
の
取
り
組
み

①
水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡

充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
3
）
原
発
災
害
対
策
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

　
　 

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
海
洋
漏
出
阻
止
を
含
め
た
適
切
な
福
島

原
発
管
理
体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

③
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
、
漁
協
系
統

と
し
て
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け
た
取

り
組
み
検
討

④
原
発
の
あ
り
方
に
対
す
る
漁
協
系
統
と
し
て
の

組
織
的
対
応
検
討

（
4
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取

　
　 

り
組
み

　
　
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
自
由
化
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁

業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
5
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

　
　 

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
6
）水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
資
源
に
見
合
っ

　
　
た
操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

①
新
た
な
漁
業
管
理
制
度
を
踏
ま
え
た
本
道
漁
業

の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み

②
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
等
の
開
催
を
通
じ
た
、
資
源
に

見
合
っ
た
操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進

③
密
漁
防
止
対
策
事
業
の
再
構
築
お
よ
び
遊
漁
対

策
の
強
化

　
厳
し
い
漁
業
・
漁
協
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
、
協

同
組
合
意
識
の
高
揚
に
よ
る
結
束
力
の
強
い
漁
協
づ

く
り
を
目
指
し
、
漁
協
の
人
材
育
成
と
啓
発
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
漁
協
の
運
営
適
正
化
と
経
営

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
推
進

②
漁
協
に
お
け
る
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取

組
み
支
援

　
食
生
活
の
多
様
化
や
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど
に
よ

る
需
要
の
低
迷
か
ら
、
鮮
魚
全
般
に
魚
価
安
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う

資
源
の
減
少
や
漁
獲
時
期
・
漁
場
の
変
化
が
み
ら
れ

る
一
方
、
新
規
魚
種
の
来
遊
な
ど
予
期
せ
ぬ
水
揚
げ

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
会
で
は
か
ね
て
よ
り
鮮
魚
対

策
事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
特
に

昨
年
は
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
「
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
付
加
価
値
商
品
開
発
に
よ
る

加
工
・
販
売
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
「
ぎ
ょ

れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
」
の
有
効
活
用
を
柱
と
し
た
、

浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
し
、
魚
価
と

流
通
の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策

①
鮮
魚
販
売
事
業

ア
．
産
地
・
消
費
地
と
連
携
し
た
系
統
鮮
魚
販

売
事
業
の
拡
充

イ
．
産
地
段
階
に
お
け
る
協
力
加
工
場
の
確
保

等
に
よ
る
生
鮮
出
荷
体
制
の
強
化

ウ
．
総
体
的
な
本
会
鮮
魚
事
業
の
収
支
改
善

②
鮮
魚
加
工
事
業

ア
．
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
稼
働
体
制
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み

イ
．
流
通
実
態
に
即
応
し
た
製
品
形
態
の
開
発

ウ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
付
加

価
値
対
策
の
模
索

・
活
〆
鮮
魚
を
活
用
し
た
高
次
加
工
製
品

・
刺
身
商
品
（
昆
布
〆
、
酢
〆
、
生
食
用
フ
ィ

レ
ー
・
ロ
イ
ン
等
）

・
ノ
ー
フ
ロ
ー
ズ
ン
製
品
（
生
鮮
フ
ィ
レ
ー
、

ブ
ツ
切
、
生
開
き
、
ボ
ッ
ク
ス
等
）

・
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン
高
次
加
工
製
品
（
各
種

Ｉ
Ｑ
Ｆ
、
切
身
等
）

③
鮮
魚
冷
凍
事
業

ア
．
加
工
原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
強

化
イ
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
と
の
連
携
に
よ
る
魚

種
別
規
格
統
一
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化 

ウ
．
産
地
に
お
け
る
選
別
凍
結
の
推
進

エ
．
末
端
業
者
向
け
冷
凍
品
の
開
発
と
販
売
強

化
オ
．
海
外
販
路
へ
の
継
続
供
給
及
び
新
規
販
路

開
拓

（
２
）魚
種
別
対
策
の
強
化（
か
れ
い
、ぶ
り
、た
ら
、

　
　
す
け
そ
う
等
）

①
浜
と
連
携
し
た
選
別
凍
結
体
制
の
強
化

②
生
鮮
流
通
・
付
加
価
値
商
品
の
開
発
及
び
販
売

強
化

③
海
外
販
路
の
開
拓
お
よ
び
販
売
強
化

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
全
道
鮮
魚
流
通
対
策
会
議
の
継
続
実
施

②
本
会
の
鮮
魚
販
売
体
制
強
化

ア
．
産
地
職
員
の
育
成
に
よ
る
産
地
機
能
強
化

イ
．
消
費
地
支
店
と
の
販
売
連
携
強
化

②
油
流
出
事
故
防
止
に
関
わ
る
体
制
整
備
と
油
濁

事
故
対
応
の
た
め
の
防
除
訓
練
の
実
施

③
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
関
す
る
漁
業
・
環
境

影
響
に
対
す
る
情
報
収
集
と
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

　
　 

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
継
続
推
進
と
木

育
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
保
育
活
動
強
化

②
国
民
に
対
し
て
植
樹
活
動
の
意
義
を
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
推
進

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
な
勢
い
で
進
展
す
る
な
か
、

水
産
物
の
加
工
・
流
通
・
消
費
環
境
は
引
き
続
き
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
水
産
物
流
通
の
出
発
点
で
あ
る
産
地
市
場
流
通
に

お
い
て
は
買
受
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
魚
価
へ
の
影

響
が
続
く
一
方
、
産
地
加
工
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

も
、
稼
働
面
に
加
え
品
質
管
理
問
題
や
輸
送
体
制
確

保
の
問
題
等
を
抱
え
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
国
内
外
の
流
通
・
消
費
環
境
を
み
る
と
、
国
内
市

場
は
人
口
減
少
や
食
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
、
水
産

物
消
費
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
海
外
に
お
い

て
は
健
康
志
向
も
相
ま
っ
て
水
産
物
需
要
が
増
大
し

続
け
る
「
消
費
構
造
の
二
極
化
」
が
一
段
と
進
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
道
産
水
産
物
の
流
通
安
定
化

の
た
め
に
は
国
内
市
場
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
り
、

引
き
続
き
流
通
動
向
や
消
費
地
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
た
な
か
で
売
り
場
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
海
外
市
場
は
、
近
年
、
一
部
魚
種
に
お
い

て
海
外
輸
出
価
格
が
浜
値
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
形
と

な
っ
て
お
り
、
海
外
生
産
動
向
・
為
替
動
向
等
の
変

動
要
素
は
内
在
し
て
い
る
も
の
の
、
国
内
の
需
給
調

整
機
能
と
し
て
の
輸
出
対
策
か
ら
一
歩
進
め
、
重
要

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
位
置
付
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
消
流
安
定
と
魚
価
の
維
持
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
産
地
に
お
け
る
取
扱
体
制

の
強
化
と
と
も
に
、
国
内
・
外
に
向
け
た
加
工
・
流

通
対
策
を
更
に
拡
充
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

本
年
度
に
つ
い
て
も
総
力
を
挙
げ
て
戦
略
的
・
組
織

的
な
推
進
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

【
産
地
加
工
流
通
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
拡

充
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
更
な
る
強
化

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
生
産
・
品
質
管
理
体
制
の
強
化
と
更

な
る
連
携
促
進

【
国
内
販
売
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
な
ら
び
に
「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化

（
２
）
安
定
し
た
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通

対
策
・
消
流
宣
伝
事
業
と
の
有
機
的
連
携

に
よ
る
提
案
型
営
業
の
継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
国
内
の
需
給
調
整
機
能
と
併
せ
た
、
海
外

顧
客
・
販
路
の
安
定
的
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化

（
２
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
安
定
輸
出
体
制
確
保

と
新
た
な
加
工
原
料
輸
出
魚
種
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み

（
３
）
東
南
ア
ジ
ア
を
主
体
と
し
た
末
端
実
需
先

へ
の
生
鮮
・
加
工
製
品
の
輸
出
拡
大
へ
の

取
り
組
み

（
４
）
関
係
行
政
等
と
一
体
と
な
っ
た
国
内
輸
出

基
盤
（ 

Ｅ
Ｕ

-

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
エ
コ
ラ
ベ

ル
等
）
拡
充
へ
の
取
り
組
み

（
５
）
関
連
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
新
規

市
場
開
拓
の
推
進

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

　
　 

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
強
化

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
25
年
度
〜
27

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実

②
次
期
（
平
成
28
年
度
〜
30
年
度
）
研
修
計
画
策

定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
に
よ
る
内
容

検
討

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
強
化

ウ
．そ
の
他
海
獣
類（
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
）

対
策
に
向
け
た
対
応
検
討

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
を
通
じ
た
河
川
上
流
か
ら
沿
岸

域
に
お
け
る
各
種
工
事
の
総
合
的
な
協
議
推
進

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関

連
工
事
お
よ
び
事
業
場
等
の
現
場
調
査
の
実
施
に

よ
る
泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
対
策
の
強
化

【
酪
農
系
・
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
全
道
レ
ベ

ル
で
の
対
策
協
議
の
継
続
推
進

②
農
業
関
係
団
体
と
の
協
定
締
結
や
条
例
等
を
活

用
し
た
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
発
生
の
抑
制

に
向
け
た
方
策
の
対
応
検
討

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
揸
の
適
正
処
理
対
策
に
対

す
る
支
援
と
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
の
有
効
利
用

に
関
す
る
対
応
検
討

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
原
油
開
発
業
者
と
の
定
期
協
議
等
を

通
じ
た
油
流
出
事
故
未
然
防
止
対
策
の
推
進
と

タ
ン
カ
ー
等
の
船
舶
航
行
に
お
け
る
安
全
確
保

の
要
請

漂着物（流木）の処理海外販路の安定確保に向けた取り組み
（写真は上海での展示会の様子）
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基
調
講
演
①

『
中
国
社
会
・
経
済
の
動
向

　
　
　
　
　〜
日
本
に
と
っ
て
の
可
能
性
〜
』

　
　
朱
氏
は
中
国
・
上
海
出
身
で
、研
究
員
と
し
て
１
９
８

6
年
に
来
日
後
、１
９
９
６
年
か
ら
は
東
洋
学
園
大
学

で
教
授
を
務
め
る
ほ
か
、米
英
の
大
学
で
客
員
研
究
員

を
し
て
き
ま
し
た
。
来
日
後
も
頻
繁
に
日
本
と
中
国
を

行
き
来
し
、日
中
間
の
政
治
、経
済
、ビ
ジ
ネ
ス
の
真
相

を
伝
え
て
い
ま
す
。

経
済
を
支
え
る
中
間
層

　
今
年
も
中
国
の
春
節
（
旧
正
月
の
休
み
）
の
間
に
日

本
に
は
45
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

多
く
が
人
口
の
４
割
を
占
め
る
中
間
層
の
人
々
で
す
。

経
済
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
中
国
人
は
価
格
や
量

優
し
い
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

心
を
満
た
す
た
め
の
食
事

　
み
な
さ
ん
は
ま
だ
モ
ノ
だ
け
を
売
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
と
い
っ
た
情
報
技
術
の

革
新
に
よ
り
、
食
品
は
ど
こ
の
誰
が
ど
う
や
っ
て
作
っ

て
い
る
の
か
を
発
信
し
、
消
費
者
に
安
心
し
て
頂
か
な

い
と
い
け
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
よ
う
な
Ｂ
級
グ
ル
メ
も
、
安
心
に
加
え
て
作
り
手
の

思
い
や
愛
や
情
熱
が
発
信
さ
れ
な
い
と
食
べ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
今
や
食
事
は
舌
で
味
わ
い
胃
を
満
た
す
の

で
は
な
く
、
心
を
満
た
す
た
め
に
食
べ
る
時
代
な
の
で

す
。

選
択
と
集
中

　
我
々
中
小
企
業
は
、
選
択
と
集
中
が
必
須
で
す
。
経

済
学
で
は
「
80
対
20
」
の
法
則
が
あ
り
、
２
割
の
お
客

様
が
８
割
の
売
り
上
げ
を
つ
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
我
々
は
一
番
買
っ
て
下
さ
る
２
割
の
お
客
様
を

大
切
に
し
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
歓
迎
、

特
別
扱
い
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
お
客
様
に
生
涯
を
通

じ
て
買
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
付
き
合

い
方
を
し
て
い
く
か
も
大
切
で
す
。
我
々
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、
①
お
い
し
さ
、
②
安
全
安
心
、
③
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
可（
ど
こ
で
も
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
）、
④
お

客
様
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
び
っ
く

り
し
な
い
と
お
客
様
は
宣
伝
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ラ
ッ

キ
ー
ピ
エ
ロ
の
長
期
戦
略
は
「
お
客
様
に
感
動
・
感
激

し
て
頂
い
て
、
お
客
様
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

お
客
様
に
口
コ
ミ
宣
伝
マ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
生

涯
買
っ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
私
は
地
域

で
ダ
ン
ト
ツ
１
番
に
な
り
た
い
の
で
す
。

よ
り
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

 

中
国
は
１
９
８
０
年
か
ら
続
く
長
期
的
な
経
済
戦
略
に

基
づ
き
、
現
在
は
沿
海
部
と
内
陸
部
の
格
差
是
正
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
以
降
に
は
先
進
国
を
全

面
的
に
追
い
上
げ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
デ
モ
や
抗
議
活
動
が
色
々
な
所
で
起
き
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
社
会
の
進
化
の
一
環
で
し
ょ
う
。
携
帯

電
話
の
普
及
に
よ
り
世
界
と
中
国
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
教
育
に
よ
っ
て
法
律
を
自
分
の
主
張
の
根
拠

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
間
層
の
拡
大
で
社

会
運
動
が
起
こ
っ
た
60
〜
70
年
代
の
日
本
と
同
様
の
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。
以
前
は
独
裁
政
権
だ
っ
た
台
湾

と
韓
国
も
、
経
済
の
民
主
化
を
経
て
社
会
の
民
主
化
を

迎
え
、
人
口
の
半
分
以
上
が
中
間
層
に
な
っ
た
時
点
で

政
治
の
民
主
化
が
決
定
的
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

ペ
ー
ス
で
行
く
と
、
中
国
は
あ
と
10
年
も
す
る
と
民
主

化
の
転
換
点
を
迎
え
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

中
国
に
お
け
る
日
本
と
北
海
道

　
日
中
関
係
が
現
在
の
よ
う
に
良
く
な
い
理
由
は
、
互

い
の
経
済
規
模
が
一
気
に
接
近
し
、
逆
転
し
た
こ
と
に

対
し
、
日
中
双
方
心
の
準
備
が
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

顔
が
似
て
い
る
の
に
考
え
方
が
全
く
異
な
る
と
い
う
相

互
理
解
不
足
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
中
国
は
日

本
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
中
国
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
環
境
汚
染
や
老
人
ホ
ー
ム
、
農
業
、
食
品
の
安
全

安
心
に
つ
い
て
、
日
本
に
は
経
験
と
技
術
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
中
国
と
付
き
合
っ
て
い
く
に
は
、
あ
く
ま

で
も
民
間
交
流
は
友
好
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
水

産
物
を
始
め
と
し
た
日
本
の
も
の
は
高
品
質
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
品
質
を
保
つ
た

め
の
努
力
も
知
っ
て
も
ら
え
ば
高
価
格
も
納
得
し
て
も

ら
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
国
の
海
産
物
は
乾
燥
品

を
調
理
す
る
と
い
う
食
文
化
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
交
流
を
通

じ
て
、
互
い
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

基
調
講
演
②

『
Ｂ
級
グ
ル
メ
地
域
№
１

　
　
　
　〜
パ
ワ
ー
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
〜
』

　
王
氏
は
１
９
４
２
年
神
戸
市
出
身
。道
南
地
域
を
中

心
に
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン「
ラ
ッ
キ
ー
ピ

エ
ロ
」を
１
９
８
７
年
に
創
業
し
、１
店
舗
ず
つ
コ
ン
セ
プ
ト

が
異
な
る
個
性
的
な
店
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ス

タ
ッ
フ
を
大
切
に
。超
お
客
様
満
足
第
一
主
義
、お
店
は
お

客
様
が
喜
び
満
足
す
る
た
め
に
あ
り
、ス
タ
ッ
フ
と
共
に
栄

え
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、地
域
密
着
で
地
産
地
消
、環
境
に

東洋学園大学人文学部教授

朱　建榮 氏

ラッキーピエログループ
代表取締役社長
王　一郎 氏

ト
ッ
プ
の
心
得

　
人
間
の
欲
求
は
、
衣
食
住
、
安
全
か
ら
始
ま
り
、
自

分
の
個
性
を
生
か
し
て
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
自
己

実
現
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
禅
師
　
道

元
は
「
自
他
一
如
」
と
言
い
ま
し
た
。
自
分
と
他
人
が

一
体
と
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
で
悟
り
を
開
く
と
い
う

意
味
で
、
働
く
こ
と
も
ま
さ
に
同
じ
で
す
。
ま
た
、

ト
ッ
プ
の
使
う
言
葉
で
そ
の
会
社
は
決
ま
り
ま
す
か
ら
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ン
タ
ル
ア
テ
ィ
チ
ュ
ー
ド
（
肯
定
的

心
構
え
）」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
忙
し
い
」
は

「
充
実
し
て
い
る
」、「
大
変
」
は
「
や
り
が
い
が
あ
る
」

と
も
言
い
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ト
ッ
プ
が
辛
い
、

景
気
が
悪
い
と
言
っ
て
は
だ
め
な
ん
で
す
。
ト
ッ
プ
は

部
下
に
自
分
の
や
る
気
を
感
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　
３
月
6
日（
金
）、札
幌
市
の
第
２
水
産
ビ
ル
で
、ぎ
ょ
れ
ん
と
信
漁
連
が
共
催
し
、平
成
２６
年
度
全
道
漁
協
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。全
道
の
漁
協
組
合
長
や
専
務
参
事
１
５
６
名
が
、２
つ
の
講
演
を
通
じ
て
、中
国
の
現
状
や

中
国
人
の
考
え
方
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、消
費
者
に
対
す
る
姿
勢
や
ト
ッ
プ
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

平成２6年度 全道漁協トップセミナー
平成26年度 全道漁協トップセミナー

参加者は2人の講師の熱のこもった講演に耳をかたむけていました
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。4月になり、新品の制服やピカピカのランドセルで学校へ
向かう子どもたちの姿を見かけるようになりました。新たな環境でたく
さんの友人をつくり、学校生活を満喫して欲しいものですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

花まつりに釈迦の像にかけるもの
見つめられていると感じる
春の七草に含まれる、独特な香りの植物
深夜のことを別の言葉で言うと
川上からドンブラコと流れてきた果物
片目を「パチッ」とする合図
土筆と書く野草
マフィアのボスはこう呼ばれる
雨のあと空にかかる七色の橋　　
前後○○○すべてに注意を払う
軍鶏と書く小型の鶏
ソファやヒーターなど、○○○ゴミの処分は自治体へ申込み
体調が悪い時に嬉しい、水分を多くして炊いたご飯
積もれば山になるゴミ　　　　　　　
お花見といえばこの花
ニューフェイス

①
④
⑥
⑦
⑨
⑪
⑭
⑯
⑰
⑲
㉑
㉒
㉔
㉕
㉗
㉘

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

3月号の解答と当選者
ソツギョウ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑧
⑩
⑫
⑬
⑮
⑱
⑳
㉓
㉔
㉖

暑さや緊張でかく人もいる
阿寒湖に生息する特別天然記念物　　　　　　　　　　 
合言葉、「○○」といえば「川」
剣道で使う刀
野球の二塁
外国のお酒の総称
にらやきゃべつ、ホルモンを使った○○鍋は博多発祥
煙でいぶす調理法
横歩きが得意な海の幸
よもぎが香る和菓子
自ら慎んで取りやめること
４月１日ならついても許される？
○○○の前の小事
晴雨兼用もある
お金を借りても預けてもつく

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

小坂くみ子さん
鎌田　純子さん
金田　佳奈さん
小川　浩依さん
丸銭　咲月さん

函 館 市
苫 前 町
標 津 町
釧 路 市
常 呂 町

1 2

6

10

14

17

22

1613

20

24 25 26

27 28

21

1211

87

9

43 5

18 19

15

23

1 2

6

10

14

17

22

16

13

20

24 25

21

1211

87 9

43 5

18 19

15

23

ウ
ンキ カツ ウサ

ア セギ ン
イテ

キ コ

ツ
カ ウカ

ヨ ウ コ
ヤ

ミヒ シ
ブ クヨ ン

シ ホウ イワマ
シユ エ ンイン ツ

ジウユ ソシメ

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、猿払
村漁協の沖野さんご一家です。

やっぱりほたてが好き
　
　3月から始まったほたて漁を中心に、たこ漁や鮭鱒
定置漁を行っている昭悦さん。曾祖父の代から漁師
をしており、現在ほたての船には父・平昭さんと弟
を含む5人で乗っています。ほたての漁場の海底地形
などを考慮して効率よく操業する平昭さんの技術を
間近で見ている昭悦さんは「ほたて漁はノルマ制だ
から人よりたくさん獲れれば、その分早く帰ってこ
れる。操業時の操船技術や漁場の選定で目標にする
のはうちの親父」と話します。一方で、「でも作業ス
ピードでは親父には負けたくないね」とも。
　「漁師になったばかりの頃は、漠然と立派な漁師に
なりたいと思って働いてた。家族ができてからは家
族のために働いてるかな」と話す昭悦さん。自分で
獲っている魚介類で好きなものを尋ねてみると、
「やっぱりほたて。漁期前になると早く食べたいと思
うよ」と答えてくれました。

家族のために
　　　稚内出身の真奈美さん。祖父が漁師をしており、
漁師の妻となるのに不安はなかったと言います。「毎
朝、漁に出る前に朝食を用意しているんですが、早
起きが大変です」と笑います。小学校3年生、長男の
響くんは水泳に夢中で、今はクロールを練習中。保
育園の年中、次男の誉くんはお絵かきやゲームが好
きで、最近は響くんと一緒に妖怪ウォッチを楽しん
でいます。真奈美さんは、誉君が保育所に入ってか
ら妹・詩月ちゃんに対してお兄ちゃんらしくなって
きたと話してくれました。ピンクが好きな詩月ちゃ
んは、You Tubeでおも
ちゃの紹介をする動画が
お気に入りだそうです。
　今年も猿払村では稚貝
撒きが始まり、本格的な操
業に入ります。昭悦さんは
今シーズンの目標を「家族
のために怪我をしないこと、
させないこと」と力強く宣
言してくれました。

猿払村漁協 沖野さんご家族
おき の

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【沖野さんご一家】　沖野昭悦さん（35歳）、真奈美さん（32歳）、響くん（8歳）、誉くん（4歳）、詩月ちゃん（2歳）
ま  な  み ひびき

ひらあき

ほまれ しづきしょうえつ
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は
じ
め
に
、
最
新
の
石
油
情
勢
に
つ
い

て
情
報
が
提
供
さ
れ
た
後
、
漁
協
系
統
仕

入
れ
力
の
強
化
、
燃
油
施
設
管
理
体
制
の

強
化
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
事
業
推
進
と

品
目
別
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
漁

協
担
当
者
皆
様
へ
一
層
の
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
石
油
石
炭
税
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
税
の
還
付
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進

委
員
会
の
活
動
報
告
・
今
後
の
活
動
方
針

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

石油石炭税等の還付について紹介されました

会場後方に展示された系統ブランド資材の数々

枝幸漁協須摩課長による視察報告

アユタヤ遺跡で記念撮影
（タイ バンコク市内） ベトナムのホタテ養殖籠工場にて

　
会
議
の
終
わ
り
は
新
製
品
の
紹
介
。
国
内
大
手
メ
ー

カ
ー
の
協
力
を
得
て
、
開
発
し
た
日
本
初
の
大
型
サ
イ

ズ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

届
い
た
ば
か
り
の
商
品
が
会
場
後
方
で
展
示
さ
れ
、
担

当
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
み
、
枝
幸
漁
協
須
摩
課
長
に
よ
る
、

平
成
26
年
度
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
海
外
メ
ー
カ
ー

視
察
報
告
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
資
材
製

造
工
場
で
の
作
業
状
況
や
現
地
で
感
じ
た
国
民
性

の
違
い
な
ど
を
報
告
。「
新
年
度
も
予
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
の
方
は
是
非
参
加
を
」
と
呼
び
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。（
ぎ
ょ
れ
ん
主
催
で
３
か
年
計

画
の
初
年
度
）

全道漁協購買事業推進会議が開催

　3月13日（金）、ロイトン札幌にて、全道の漁協購買担当者とぎょれん、購買関連会社が
参加して、「平成26年度全道漁協購買事業推進会議」が開催されました。
　会議ではぎょれん購買部による「ぎょれん購買事業 平成27年度基本方針及び推進内容」
の説明や石油石炭税の還付、系統ブランド資材新商品の紹介、講演等が行われました。

　外
部
講
師
に
よ
る
講
演
は
、
取
引

先
で
あ
る
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
㈱
松
原
執
行
役
員
に
よ
る

「
生
活
者
の
購
買
行
動
の
変
化
と
今

後
の
対
策
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
関

連
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
今
後
長
期
に

わ
た
る
北
海
道
水
産
物
の
消
費
予
想

に
つ
い
て
の
分
析
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

水産物の消費拡大のためには、料理教室や出前授業
の継続が大切とアドバイスするコカ・コーラの松原講師

日本初の国産大型プラパレットに、漁協購買担
当者の注目が集まりました

系統燃油施設の整備を進め、漁業用燃油需要の
本会利用率を高め、仕入れ力の強化を図ります

使用するお客様の声を反映させ、改良が加え
られるほたて養殖籠

講  

演

13　| |　12

見開き.indd   14-15 2015/03/27   17:21



　営業第二部では、秋鮭から一般鮮魚に至る様々な魚種について、川上から川下ま
での円滑な流通や魚価の安定を図ることを目的に、市場・製品事業や魚種別対策事
業を実施しています。
　近年、道産水産物を取り巻く環境が、地球温暖化に伴う海洋環境の変化、世界的
な鮭鱒生産量の増加傾向、人口増加に伴う水産物需要の伸長など、非常にめまぐる
しく変化しています。
　このことから、今後も、浜のために役職員が一丸となり、情勢を捉えた、更に的確
な事業を拡充し推進していきます。

❶市場事業
　基幹漁協系統事業であり、鮮魚対策事業とも連携した流通並びに魚価対策事業を推進しているほか、
定期的な産地市場連絡協議会の開催を通じ、産地市場の運営効率化や健全化に向け取り組んでいます。
　
❷秋鮭対策事業
　本道基幹魚種である秋鮭については、近年、水揚げの減少傾向が続いており、魚価は比較的高水準
を維持しているものの、国内需要の減少に加え、世界の鮭鱒供給量の伸長など、取り巻く環境は不透
明な状況が続いています。
　そのため、北海道秋鮭流通対策協議会と連携し、秋鮭の円滑な消流と魚価の安定に向け、国内にお
いては、周年を通した秋鮭製品の需要拡大並びに新規商品開発や販路の確立を推進しており、海外で
は、国内需給調整を目的とした原料輸出や中国・東南アジ
アへの製品輸出に力を注いでいます。
　
❸鮮魚流通対策事業
　道産水産物の円滑な流通と魚価の安定に向け、水揚げか
ら加工・販売まで漁協系統鮮魚加工ネットワークを通じた
対策事業を実施しています。
　昨年度から「ぎょれん鮮魚センター」を立ち上げ、ぶ
り・かれい類等の加工体制強化に加え、刺身類等、付加価
値商品の開発や販路の開拓を進めており、これまで以上に
浜の皆様のご期待にお応えできるよう、事業拡充を進めて
います。

市場・製品事業や魚種別対策事業を
実施しています

　ぎょれんには浜に密着した「産地支店」、消費地での
営業を行う「消費地支店」とともに、各事業の専門部署
で構成される「本所」があります。このコーナーでは、普
段、浜のみなさんと直接接することが少ない本所の各
部署を１カ所ずつご紹介します。

 本所から
 こんにちは

今月は 営業第二部 です

浜の浜の
みなさんへみなさんへ

営業第二部
鈴木部長

私たちのお仕事三本柱

鮮魚センターで処理されるかれい
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01家畜排せつ物対策などの課題克服にむけ業界を超えた取り組みを

「河川と水環境の保全に関する意見交換会」で
水質保全への協力を要請

意見交換会全体の様子

網走川流域農業・漁業連携推進協議会による説明

「青年部大会は勉強の場であると共に、情報交換の場
です。多くの仲間を作り、大いに語り合いましょう」と挨
拶した福島会長（いぶり噴火湾漁協、写真上）

03流木などの漂着物に対する見識を深めました
全道漁協環境保全研修会が開催されました

研修会の開会にあたり、挨拶を行う環境本部 平野本部
長（えりも漁協）

02
　漁協青年部の地区別活動方針を決め、講師を招き部員
相互の研鑽に努める地区大会が各地で開催されています。
近年は食育の観点から、全道の地区会長が率先して漁師
さんの出前授業に取り組んでいます。先日開催された胆
振地区の大会でも、新たな視点で食育活動に取り組むた
め、長年出前授業に取り組んできたぎょれん担当者を講
師に招き、関連資料や授業の展開について勉強しました。
「最高の授業とは、子供のやる気に火をつける教え方。
出前授業で参加した子供たちが魚に興味を持つよう、漁
師さんならではの知恵を出しましょう」とアドバイスさ
れました。勉強の後には楽しく交流。チャリティじゃん
けん大会では優勝賞金の半額が海難遺児への募金となり
ました。

各地で漁協青年部大会開催
漁業の未来に希望を持ち、視野を広め知識を高め、
次の世代を担ってゆこう

藻場保全活動や、観光業と連携した活動が評価された
「美国・美しい海づくり協議会」

ネイチャークルーズの実施や、「沖詰めサンマ」をはじめ
落石産ブランドの確立等が評価された「落石地区マリン
ビジョン協議会」

04漁業に関する地域活動が、優秀賞・奨励賞に
「わが村は美しく―北海道」運動
第７回コンクールの結果発表
　北海道開発局では、道内の農山漁村地域の魅力と活力を
高めようと、「景観」、「地域特産物」、「人の交流」に関す
る優れた活動に光をあてるコンクールを実施しています。
　7回目となる今回は、80市町村から99件もの応募が
ありました。平成26年度はブロック審査を行い、優秀賞
には「美国・美しい海づくり協議会（積丹町）」、「落石地区
マリンビジョン協議会（根室市）」ほか12件、奨励賞には
「寿都地域マリンビジョン協議会（寿都町）」、「網走川流域
農業・漁業連携推進協議会『だいちとうみの会』（網走市・津
別町）」ほか28件が表彰されました。平成27年度は、優秀
賞の中から大賞を決定しますので、ぜひご注目ください。
　受賞団体情報など詳しくは下記の北海道開発局ホーム
ページをご覧ください。
http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/waga
mura/index.html
※「わが村」で検索してください。

　2月24日に札幌において北農中央会とぎょれんの共催
で、農業関係者と漁業関係者の意見交換会を開催しまし
た。意見交換会には、漁業側から在札系統や道さけ・ま
す増協などの環境本部常任理事団体、農業側から北農中
央会などの農業団体、また、北海道水産林務部や農政部
などの行政が参加しました。
　ぎょれん平野副会長の挨拶の後、参加団体より、家畜
排せつ物の問題を中心とした河川と水環境の保全に関す
る事例報告が行われました。また、網走川流域農業・漁
業連携推進協議会の新谷幹事長（網走漁協理事）より、
網走川流域における農業と漁業の連携による新たな取り
組みについての説明と、山田副幹事長（津別農協）と清
野幹事（西網走漁協理事）より、津別の酪農事情や網走
湖の現状について報告がありました。その後の意見交換
では、農業と漁業が連携して河川環境を保全することに
より、農業・漁業双方にメリットが生じるといった意見
や、網走川流域での取り組み事例を全道へ広げていくこ
とが重要との意見が出されました。

　2月13日（金）、札幌市のセンチュリーロイヤルホテル
で全道漁協漁場環境保全研修会が開催されました。例年
行われているこの研修会。今年は道環境生活部、道総研
林業試験場、留萌開発建設部の3名を講師に、漂着物、
その中でも大部分を占める流木をテーマに行われました。
流木の発生メカニズムや、発生させないための研究の状
況、被害を軽減させるための対策や流木処理の現状につ
いて、また、回収した漂着物の処理費用の補助について
も説明がありました。講演後は、漂着した流木の処理や
川で流木を発見した際の対応、川岸の整備の際に植える
樹木の種類などについて積極的に質疑が交わされ、漂着
物被害に対する取り組みへの熱意を感じさせました。
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　管内の主要漁業であるえび籠漁が3
月より再開となりました。なんばんえ
びを主体に、多い日では管内合計で約
3,500ケース水揚げされた日もあり、
浜を賑わせています。また、かれい類
については、現在は黒がれい主体の水
揚げですが、今後は真がれいなどの水
揚げも増え、春漁が本格化してきま
す。そして3月下旬からはいよいよ、
ほたて稚貝の出荷が始まります。各浜
とも今年の稚貝の生育状況は良好な
ので、凪が続き、順調に出荷が進むこ
とを期待しています。

　オホーツク海地区では3月15日よ
り、毛がに籠漁が始まり、籠入・水揚げ
とも順調に進み、早いスタートを切る
ことができました。数日間の動向をみ
ると、漁・価格ともに前年と比べ好調と
なっています。また、日本海地区では
なまこ漁がスタートしました。価格は
前年と比べ高値での開始となってお
り、今後の価格推移に注目が集まって
います。春を迎え浜は活気づいていま
すが、安全操業で豊漁となることを
願っています。

　4月に入りオホーツクも徐々に春め
いてきました。3月中旬からは、ほたて
の漁場造成や毛がに漁が順次スター
トしており浜は賑わいを見せていま
す。今後刺網漁等も始まり春漁が本格
化していきますが、安全操業と大漁を
心より祈願しています。

　3月に入り、羅臼漁協の刺網船全64
隻が例年通りに切り上げ始めました。
同漁協の冬のメインである助宗の水
揚げは昨年の6～7割程となっていま
す。再開は4月初旬頃からを予定して
おり、例年、かれい類やそい類など豊
富な魚種が水揚げされます。また、道
東に記録的な積雪や被害をもたらし
てきた荒れた天候も、ようやく落ち着
きを見せ始めました。春の訪れととも
に各地の港や町が賑わいをみせてく
れることを祈っています。

　3月は時化が多く、いずれの魚種も
休漁が目立ちました。東部地区の毛が
に漁も水揚げが低調気味ではありま
すが、単価は前年より3割ほど高値と
なっています。4月からは各地でつぶ
の水揚げが本格化し、中旬には春鮭鱒
漁の水揚げが開始予定となっていま
す。釧路の春漁は開始目前ですが、良
い凪を期待し引き続き安全に操業出
来るよう願っています。

　3月に入り、管内ではつぶ籠漁、えび
籠漁が始まりました。今のところ、昨
年同期と比較して低調に推移してお
り、浜値はつぶ全般強含みで推移して
います。漁期は秋まで続くので、今後
の水揚げに期待したいところです。日
が長くなり、春がすぐそこまで来てい
ます。安全操業と大漁を願っていま
す。

　今シーズンの管内すけそう刺網漁
が3月14日を以て終漁しました。累計
水揚げ数量は約21,700t（昨年対比
114％）となり、浜値も終盤までk@70
処と高値で推移しました。管内養殖ほ
たても水揚げ終盤を迎えており、現在
の日産水揚げ数量は約500tとなって
います。また、3月1日からはえび籠漁
が始まり、混獲で水揚げされる柳たこ
はk@370処となっています。生産者
の方々の安全操業・豊漁を祈願してい
ます。

　噴火湾ほたて漁が最盛期を迎えま
した。連日のフル操業に浜も加工業者
も大忙しです。前年同様、原貝価格を
牽引する中国向け輸出でありますが、
湾内の増産による過剰供給への警戒
感から製品相場や荷動きはやや不安
定な状況です。貝毒が発生すれば輸
出製品を製造できなくなることから早
期出荷が必要ですが、極端な水揚げは
処理能力を超えるため、これもまた価
格に影響します。右肩上がりだった中
国市場ですが今年は少し違う状況の
ようです。

　例年に比べ雪解けが早く春めいた
日が続いています。春漁といえばさく
らますですが、今年の水揚げ状況は渡
島も含めて芳しくありません。正確な
理由はわかりませんが、海水温上昇や
河川環境の変化などが原因ではない
かと言われています。管内の水産資源
は減少し、平成26年度の漁業総水揚
げ金額は一昔前の半分程度にまで落
ち込んでいます。道も日本海対策とし
て資源増加事業を推進する予定で、官
民一体となった資源回復が喫緊の課
題となっています。

大漁
祈願！ 　当管内ではにしん漁が終盤を迎え、

徐々に切り上げ始める漁師さんが出
てきました。漁期前の資源予想では昨
年より減少との見込みでしたが、水揚
げ数量は2月末累計で1,326t（昨年対
比134％）と大幅な上積みとなり、平
均単価も昨年度よりk@30程上回っ
て、まずまずの漁で終わりそうです。
かれい刺網漁では黒がれいが低調で
すが、真がれいや赤がれいがまとまり
始めました。また、石狩湾漁協、小樽市
漁協ではほたて稚貝出荷の準備が始
まっており、春の訪れを感じます。
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皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん4月号への
感想・ご意見など

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編集部からのお知らせ

〈宛先〉 4月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 営業企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011（271）0843
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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が
、す
ぐ
に
入
学
、転
入
、新
人
入
会
と

続
き
、出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。先

の
人
事
異
動
で
広
報
誌
担
当
メ
ン
バ
ー
は
、

今
年
も
三
人
続
投
と
な
り
ま
し
た
が
、取
材

や
組
織
活
動
で
の
新
し
い
出
会
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。お
便
り
コ
ー
ナ
ー
で
の
出
会

い
も
大
歓
迎
で
す
。ス
マ
ホ
で
メ
ー
ル
も
い

い
で
す
が
、は
が
き
や
手
紙
は
情
報
だ
け
で

な
く
人
柄
も
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
阿
部
）

３
月
も
も
う
10
日
に
な
っ
て
、自
転
車
で

走
っ
て
い
る
と
ふ
き
の
と
う
を
見
つ
け
、

さ
っ
そ
く
ふ
き
の
と
う
み
そ
を
作
り
、食
べ

ち
ゃ
っ
た
よ
。春
の
味
で
す
。

（
岡
山
県
新
見
市  

津
内 

千
菊
さ
ん 

60
歳
）

今
年
は
時
化
が
多
く
て
、漁
に
出
る
日
が

激
減
。も
う
雪
か
き
も
遠
慮
し
た
い
。早
く

暖
か
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
釧
路
市
　
小
川
　
浩
依
さ
ん
　
25
歳
）

北
海
道
も
よ
う
や
く
暖
か
く
な
り
、春
ら

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。桜
が
見
ら
れ
る

の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
札
幌
市
　
橋
本
　
光
江
さ
ん
）

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

飾りじゃないのよ　着てこそ役立つ　ライフジャケット
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・きざみ昆布（乾燥）・・・４０ｇ
・にんじん・・・４０ｇ
・ごぼう・・・１００ｇ
・ピーマン・・・１個
・しらたき・・・１５０ｇ

・しょうゆ・・・大さじ４
・みりん・・・大さじ２
・砂糖・・・大さじ１
・酒・・・大さじ１
・水・・・大さじ３
・サラダ油・・・大さじ１
・ごま油・・・少々

今回は昆布を使った「昆布のきんぴら」をご紹介

します。昆布にごぼう、こんにゃくと食物繊維たっぷ

りで、女性には嬉しい一品。ピーマンとにんじんで

彩りもプラスし、食卓の「いつものおかず」として

も優秀なメニューです。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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［うみ・なかま コミュニケーション］ 4
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Ⓐ

特集

昆布のきんぴら
食物繊維たっぷり！ 体に優しい常備菜

浜のおかあさん

レシピ

こんぶは５分くらいゆでて戻し、ざるに上げ水気を
切る。
にんじん、ごぼう、ピーマンは千切りにする。しらた
きは下ゆでし、ざく切りにして水気を切る。
鍋にサラダ油を熱し、ピーマンを炒めて取り出す。
ごま油を足し、こんぶ、にんじん、ごぼう、しらたき
を加えて炒める。
③にＡを加え、煮汁がなくなるまで中火で炒め煮に
する。最後にピーマンを戻し、火を止める。

❶

❷

❸

❹

作り方

平成２6年度 全道漁協トップセミナー
平成27年度 ぎょれん事業計画 －前編－
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えりも漁協

川﨑　尚子さん
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